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１．当四半期決算に関する定性的情報 

（１）連結経営成績に関する説明 
当第 3四半期累計期間におけるわが国経済は、企業収益の改善や設備投資に足踏みがみられるもの

の、生産および輸出・個人消費は持ち直しの動きがみられ、景気は緩やかな回復基調が続いておりま
す。欧州経済は横ばい、米国経済は回復が持続、新興国は総じて減速基調にあります。中国経済減速
による影響、原油・資源価格動向、地政学上のリスクに加え、米国の政策や欧州の政治動向もあり、
総じて不透明感が強まっております。 
 
私どもの業界は、日本では、建設用クレーンの需要が減少傾向を示しているものの、復旧復興・防

災減災・インフラ老朽化対策・民間建設投資等により基調は概ね堅調に推移しております。海外では、
欧州が増加したものの、北米・中東は原油価格の影響を受け減少、東南アジアは経済減速の影響を受
け減少、全体として需要は減少しました。 

 
日本向け売上高は、建設用クレーン・車両搭載型クレーンが減少、高所作業車が増加し、680 億 9

千 3 百万円（前年同期比 94.6％）となりました。海外向け売上高は、新モデルの投入・新規顧客の開
拓に注力したものの、需要減少・円高基調のなか、599 億 2 千 6 百万円（前年同期比 77.1％）となり
ました。この結果、総売上高は 1,280 億 2 千万円（前年同期比 85.5％）となりました。なお、海外売
上高比率は 46.8％となりました。 
売上減少や為替影響等により、営業利益は 141 億 7 千 5 百万円（前年同期比 63.0％）、経常利益は

142 億 2千 1 百万円（前年同期比 63.5％）となりました。親会社株主に帰属する四半期純利益は、100
億 1 千 2百万円（前年同期比 65.9％）となりました。 

 

セグメント別の状況は次のとおりです。なお、セグメント別とは、当社及び連結対象子会社の所在地
別の売上高・営業利益であり、仕向地別売上高とは異なります。 

１）日本 

日本向けは、建設用クレーン・車両搭載型クレーンが減少、高所作業車の売上が増加しました。
一方、海外向けが減少し、売上高は 955 億 3 千 7 百万円（前年同期比 80.8％）、営業利益は 110
億 9 千 1百万円（前年同期比 54.7％）となりました。 
 

２）欧州 

建設用クレーン売上は欧州域内が減少・欧州域外が横ばいで、売上高は 299 億 9 千 8 百万円（前
年同期比 95.3％）、営業利益は 10億 6千 4 百万円（前年同期比 109.8％）となりました。 

 

３）米州 

建設用クレーン需要が減少し、新規顧客の開拓など拡販に注力したものの、売上高は 195 億 6
千 2 百万円（前年同期比 66.0％）、営業利益は 2億 7千万円（前年同期比 14.1％）となりました。 
 

４）その他 

建設用クレーン需要が減少し、拡販に注力したものの、売上高は 112 億 2千 4 百万円（前年同
期比 85.1％）、営業利益は 3億 3千 1百万円（前年同期比 92.8％）となりました。 

 
 

主要品目別の状況は次のとおりです。 

１）建設用クレーン 

日本向け売上は、新排出ガス規制対応機種への生産移行の影響もあり、需要が減少するなか、
拡販に注力したものの、281 億 6千 3 百万円（前年同期比 83.3％）となりました。 
海外向け売上は、新モデルの投入・新規顧客の開拓に注力したものの、需要減少・円高基調の

なか、505 億 9千 9 百万円（前年同期比 75.1％）となりました。 
この結果、建設用クレーンの売上高は 787 億 6千 2 百万円（前年同期比 77.8％）となりました。 
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２）車両搭載型クレーン 

日本向け売上は、需要が減少するなか、拡販に注力し、130 億 1千 9 百万円（前年同期比 96.4％）
となりました。 
海外向け売上は、新興国向けの販売に注力し、10 億 3 千 6 百万円（前年同期比 88.5％）となり

ました。 
この結果、車両搭載型クレーンの売上高は 140 億 5 千 6 百万円（前年同期比 95.8％）となりま

した。 
 

３）高所作業車 

インフラ点検用途のニーズを背景に好調なレンタル業界に加え、電力電工業界の設備投資もあ
り、高所作業車の売上高は 153 億 9 百万円（前年同期比 116.6％）となりました。 
 

４）その他 

部品、修理、中古車等のその他の売上高は 198 億 9 千 1百万円（前年同期比 95.9％）となりま
した。 

 
 

（２）連結財政状態に関する説明 
資産、負債及び純資産の状況に関する分析 

（資産の状況） 
総資産は、前連結会計年度末に比べ 38 億 3 千 1 百万円減少の 2,315 億 6 千 9 百万円となりまし

た。主な要因は、たな卸資産の増加 112 億 6 千 6 百万円や土地の増加 22 億 6 千 8 百万円があった
ものの、現金及び預金の減少 51 億 2 千 6 百万円、受取手形及び売掛金の減少 113 億 1 千 3 百万円
や繰延税金資産（流動資産）の減少 11億 9 千 5百万円があったことによるものです。 
 

（負債の状況） 
  負債は、前連結会計年度末に比べ 65 億 7 千 5 百万円減少の 940 億 2 千 8 百万円となりました。
主な要因は、未払法人税等の減少 50 億 6百万円やその他（流動負債）の減少 17億 5 千 3百万円が
あったことによるものです。 

 

（純資産の状況） 
純資産は、前連結会計年度末に比べ 27 億 4 千 4 百万円増加の 1,375 億 4 千万円となりました。

主な要因は、為替換算調整勘定の減少 49億 4千 2 百万円があったものの、利益剰余金の増加 67億
1 千 9 百万円があったことによるものです。 

 

 

（３）連結業績予想に関する説明 

平成 28年 10 月 31 日付けの業績予想は変更しておりません。 
なお、平成 29年 1 月以降の前提レートを 115 円/ドル・120 円/ユーロとしております。 
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 

（１） 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 
該当事項はありません。 
 

（２） 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 
該当事項はありません。 
 

（３） 会計方針の変更･会計上の見積りの変更･修正再表示 
該当事項はありません。 
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成28年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 73,618 68,492

受取手形及び売掛金 51,143 39,830

商品及び製品 24,404 32,260

仕掛品 18,118 21,442

原材料及び貯蔵品 10,499 10,585

繰延税金資産 4,217 3,021

その他 3,626 4,102

貸倒引当金 △144 △122

流動資産合計 185,483 179,612

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 11,819 12,053

機械装置及び運搬具（純額） 2,909 2,588

土地 20,176 22,444

リース資産（純額） 534 535

建設仮勘定 1,473 669

その他（純額） 2,067 1,693

有形固定資産合計 38,982 39,984

無形固定資産 1,187 971

投資その他の資産

投資有価証券 5,407 6,246

繰延税金資産 2,677 2,230

その他 2,513 3,481

貸倒引当金 △851 △956

投資その他の資産合計 9,747 11,001

固定資産合計 49,917 51,957

資産合計 235,400 231,569
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成28年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 35,845 36,111

短期借入金 16,210 16,987

リース債務 233 229

未払法人税等 5,523 516

引当金 1,756 1,500

未払金 5,014 4,824

割賦利益繰延 207 55

その他 5,239 3,485

流動負債合計 70,028 63,712

固定負債

社債 10,000 10,000

長期借入金 10,023 10,010

リース債務 402 371

繰延税金負債 166 153

再評価に係る繰延税金負債 2,109 2,109

退職給付に係る負債 7,322 7,086

その他 550 584

固定負債合計 30,575 30,315

負債合計 100,603 94,028

純資産の部

株主資本

資本金 13,021 13,021

資本剰余金 16,850 16,855

利益剰余金 105,960 112,680

自己株式 △2,642 △2,637

株主資本合計 133,190 139,919

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 850 1,769

土地再評価差額金 1,228 1,228

為替換算調整勘定 △112 △5,055

退職給付に係る調整累計額 △942 △832

その他の包括利益累計額合計 1,024 △2,889

非支配株主持分 582 510

純資産合計 134,796 137,540

負債純資産合計 235,400 231,569
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年12月31日)

売上高 149,748 128,020

売上原価 104,242 90,751

割賦販売利益繰延前売上総利益 45,505 37,268

割賦販売未実現利益戻入額 113 197

割賦販売未実現利益繰入額 201 46

売上総利益 45,417 37,420

販売費及び一般管理費 22,899 23,244

営業利益 22,517 14,175

営業外収益

受取利息 125 106

割賦販売受取利息 3 0

受取配当金 160 140

その他 112 270

営業外収益合計 402 517

営業外費用

支払利息 337 332

為替差損 114 100

その他 78 37

営業外費用合計 531 471

経常利益 22,388 14,221

特別利益

固定資産売却益 4 1

投資有価証券売却益 - 105

特別利益合計 4 106

特別損失

固定資産除売却損 28 118

関係会社清算損 12 -

特別損失合計 41 118

税金等調整前四半期純利益 22,351 14,209

法人税、住民税及び事業税 6,959 2,976

法人税等調整額 142 1,160

法人税等合計 7,102 4,137

四半期純利益 15,249 10,072

非支配株主に帰属する四半期純利益 47 60

親会社株主に帰属する四半期純利益 15,202 10,012
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四半期連結包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年12月31日)

四半期純利益 15,249 10,072

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 142 919

為替換算調整勘定 △2,080 △5,025

退職給付に係る調整額 95 110

その他の包括利益合計 △1,842 △3,996

四半期包括利益 13,407 6,076

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 13,401 6,098

非支配株主に係る四半期包括利益 6 △22
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（３）継続企業の前提に関する注記 

該当事項はありません。 
 

（４）セグメント情報等 

  (セグメント情報) 

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間（自 平成 27 年 4月 1 日 至 平成 27 年 12 月 31 日） 
 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（単位：百万円） 

 報告セグメント 

その他 

(注)1 
合 計 

調 整 額 

(注)2 

四半期連結

損益計算書

計上額 

(注)3 
日 本 欧 州 米 州 計 

売 上 高 

外 部 顧 客 へ の 売 上 高 

セグメント間の内部売上高又は振替高 

 

88,378 

29,796 

 

18,985 

12,488 

 

29,419 

232 

 

136,782 

42,517 

 

12,965 

222 

 

149,748 

42,739 

 

－ 

△42,739 

 

149,748 

－ 

計 118,175 31,473 29,651 179,300 13,187 192,488 △42,739 149,748 

セ グ メ ン ト 利 益 20,265 969 1,921 23,156 356 23,513 △995 22,517 

（注）1. 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、アジア及びオセアニア等の現地法人の事

業活動を含んでおります。 

   2. セグメント利益の調整額には、主なものとして、セグメント間未実現利益調整額△1,012 百万円が含まれております。 

3. セグメント利益は四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 
 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

（固定資産に係る重要な減損損失） 

  該当事項はありません。 

（のれんの金額の重要な変動） 

  重要な変動はありません。 

（重要な負ののれん発生益） 

該当事項はありません。 
 

Ⅱ 当第３四半期連結累計期間（自 平成 28 年 4月 1 日 至 平成 28 年 12 月 31 日） 
 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（単位：百万円） 

 報告セグメント 

その他 

(注)1 
合 計 

調 整 額 

(注)2 

四半期連結

損益計算書

計上額 

(注)3 
日 本 欧 州 米 州 計 

売 上 高 

外 部 顧 客 へ の 売 上 高 

セグメント間の内部売上高又は振替高 

 

80,838 

14,699 

 

16,784 

13,213 

 

19,451 

111 

 

117,074 

28,023 

 

10,946 

278 

 

128,020 

28,302 

 

－ 

△28,302 

 

128,020 

－ 

計 95,537 29,998 19,562 145,098 11,224 156,322 △28,302 128,020 

セ グ メ ン ト 利 益 11,091 1,064 270 12,426 331 12,757 1,417 14,175 

（注）1. 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、アジア及びオセアニア等の現地法人の事

業活動を含んでおります。 

   2. セグメント利益の調整額には、主なものとして、セグメント間未実現利益調整額 1,407 百万円が含まれております。 

3. セグメント利益は四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 
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２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

（固定資産に係る重要な減損損失） 

  該当事項はありません。 

（のれんの金額の重要な変動） 

  重要な変動はありません。 

（重要な負ののれん発生益） 

該当事項はありません。 

 

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記 

該当事項はありません。 
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